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★★★

・個を大切にする
「考える授業づく
り」を推進する。

90

90

90

90

★★

・自尊感情・自己
有用感を高める。

95

85

95

85

★

・規則正しい生活習
慣の定着を図る。 90

85

・安全への意識を高
め，実践的な防災
等の力をつける。

100

・運動の習慣化を図
り，体力を高める。 85

・児童と向き合う時
間を確保する。 80

・助け合い支え合え
る組織を構築する。 100

・「生活づくり週間」中に３色
そろった朝ご飯を４日以上
食べた児童の割合
・「生活づくり週間」中に「寝
る前１時間メディアから離
れる」を４日以上達成した
児童の割合

・児童アンケート「災害時に
避難する場所や避難の仕
方が分かる」と回答した児
童の割合

・１週間の総運動時間が60
分以上の児童の割合
（ただし，体育の授業の時
間を除く）

令和8年4月1日

令和８年度　　評価計画及び自己評価

　　　　　　東畑中学校区　校番　　９　　　学校名　呉市立原小学校　　　

a　学校教育目標
賢く　優しく　逞しく

～進取　礼節　求学～
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

〈ミッション〉知・德・体の基礎・基本を身に付けるとともに自分や
（学校の使命）学校，郷土を誇りに思える児童の育成

〈ビジョン〉 子供が行きたいと思う学校　 教職員が働きたいと
 （将来の学校像） 思う学校  保護者が通わせたいと思う学校
　　　　　　　　　　　　地域が誇りに思う学校

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

・学校教育目標を「賢く　優しく　逞しく」と位置付け，知・德・体のバランスのとれた児童生徒の育成を目指す。
・東畑中学校区の校訓である「進取・求学・礼節」を各取組と関連させ小中が一貫してブレのない徹底的な指導を行う。とりわ
け，中学校区で意識統一した「礼節」について全教職員が同じ方向で指導を続ける。
・今年度は基礎学力の向上に向けた取組と，表現力向上をねらう取組を取り入れた授業づくり，特別支援教育の視点を取り
入れた個に応じた指導，やらせ切る指導等を行い，学力の回復に重点を置く。

育成を目指す資質・能力 知識・技能　　　思考力・判断力・表現力　　　主体性・感謝・貢献

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

重点
d 中期（３年間）

経営目標

下半期

自己評価

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目
標
値

上半期
e 短期（今年度）

経営目標

・国語科，算数科の単元末
テストにおいて思考力・判
断力・表現力が80点を上回
る児童の割合
・児童アンケート「授業がよ
く分かる」と肯定的評価を
行った児童の割合
・児童アンケート「授業が楽
しい」と肯定的評価を行っ
た児童の割合
・個を大切にする「考える授
業づくり」に取り組んだこと
で，授業力が向上したと感
じた教職員の割合

 貫

学力の向上を図
る。

貫

安全・安心な学校
風土の醸成を図
る。

・基礎的・基本的
な学力をつける。 90

100

・教職員アンケート「日々の
業務に充実感を感じる」と
回答した教職員の割合

・時間外在校等時間１月45
時間を超えない教職員の
割合(年平均)

【基礎学力向上に向けた取組】
・授業プログラムの提示，個に応じた
学習課題や練習問題を解く時間の確
保等，個を大切にした支援を行う。
・Qubenaの活用，四則計算，漢字ミニ
テストの実施等，継続して取組を行
う。
・東畑中学校区の「学びのすすめ」を
基にした家庭学習に取り組ませる。ま
た，家庭学習の強化週間を設定す
る。
【授業力向上に向けた取組】
・児童の主体的な学びを実現する「考
える授業づくり」を実施する。算数科で
は，問題場面を図等で表したり，図・
式・言葉を関連させて表現させたりす
る。
・自分の考えを積極的に発表するよう
児童に促す。
・再思考・再表現の場面を取り入れ
る。
・算数科の授業公開を行い，教員の
授業改善及び指導力向上を図る。
・視点に沿った振り返りや理由の伝え
方を確実に指導する。

・国語科，算数科の単元末
テストにおいて知識・技能
が80点を上回る児童の割
合
・Qubenaの活用，四則計
算，漢字ミニテストの実施，
家庭学習等，やり切らせて
いると回答した教職員の割
合

・児童が目標を持って努力する場，成
功体験を得ることのできる場を多く設
定する。そして頑張りや達成した成果
を認める場をつくる。（はらっ子賞・マ
イスター等）
・地域，保護者に感謝の気持ちを表す
機会を意図的・計画的に設ける。

・児童アンケート「時を守
り，場を清め，礼を正してい
る」と回答した児童の割合
・児童アンケート「いじめは
どんな理由があってもいけ
ないことだと思いますか。」
に「当てはまる」と回答した
児童の割合

・児童アンケートで次の項
目に関して肯定的に回答し
た児童割合
「クラスや自分の目標を達
成したと思う。」
「自分にはよいところがあ
る。」
「自分の住んでいる地域の
ことが好きである。」
「自分は誰かの役に立って
いる」

100

100

・「時を守り，場を清め，礼を正す」指
導を徹底させる。
・いじめ撲滅キャンペーン中に「いじめ
撲滅ウィーク」を設定し，児童集会や
いじめを題材にした道徳参観日等を
実施する。

・いじめや暴力行
為等を許さない学
校環境づくりを推
進する。

・体育科の授業の充実化を図ると共
に，呉チャレンジマッチや体育朝会と
有機的に関連付けることで，運動の
日常化を図る。

・生活づくり週間やノーメディアデーに
取り組むことで生活習慣やメディアと
の付き合い方を振り返らせる。
・通信やHP等を活用し，家庭を巻き込
んだ取組を行う。

・地域や関係諸機関と連携し，避難訓
練や防災ルームの活用等，防災学習
の環境を充実させる。
・授業や行事の中に，自分の命を自
分で守ることにつながる体験的な活
動をより多く取り入れる。

業
務
改
善

・各取組と学校教育目標及び教育課
程との関連を一層図るとともに，優先
順位等，業務遂行のスキルを上げ
る。

原小学校に勤務
してよかったと感
じることができる
教育環境整備を
行う。

・校内の課題に適した研修を設けた
り，チームで企画対応する場を増やし
たりすることで学び合う機会をもつ。

貫

基本的生活習慣
の定着と体力の
向上を図る。

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－２


